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(57)【要約】
【課題】内視鏡内を挿通する撮像用ケーブル以外の電気
ケーブル内にノイズが混入した場合でも、該ノイズが撮
像用ケーブルの信号線に混入することを防止した内視鏡
装置を提供すること。
【解決手段】内視鏡装置１は、内視鏡２内に、ＣＣＤ１
５から延出される信号線１７ａ及びシールド外皮１７ｂ
を備える撮像ケーブル１７と、電気ケーブル１８、２３
、２４とを備える。電気ケーブル１８、２３、２４及び
撮像ケーブル１７は、コネクタボックス１４内に設けら
れている回路基板８ａ等に接続される。コネクタボック
ス１４内は、仕切り部材３７を設けて、第１ケーブル配
置部３５と、第２ケーブル配置部３６とに区分される。
第２ケーブル配置部３６内にシールド外皮１７ｂで被覆
された信号線１７ａ及び電気ケーブル１８、２３、２４
、を挿通配置し、第１ケーブル配置部３５内にシールド
外皮１７ｂから露出された信号線１７を挿通配置してい
る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡内に、撮像素子から延出される信号線及びシールド外皮を備える撮像ケーブルと
、該撮像ケーブルとは異なる電気ケーブルとを備え、該電気ケーブル及び前記撮像ケーブ
ルを筐体内に導入して、該筐体内に設けられている回路基板に接続する構成の内視鏡装置
において、
　前記筐体内を、該筐体と同電位な仕切り部材を設けて、第１ケーブル配置部と、第２ケ
ーブル配置部とに区分し、該第２ケーブル配置部内にシールド外皮で被覆された信号線及
び電気ケーブルを挿通配置し、前記第１ケーブル配置部内にシールド外皮から露出された
信号線を挿通配置することを特徴とする内視鏡装置。
【請求項２】
　前記筐体に該筐体と同電位に設けられて、その筐体内を前記第１ケーブル配置部と前記
第２ケーブル配置部とに区分する仕切り部材に、前記シールド外皮を電気的に接続するこ
とを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮像ケーブルの信号線にノイズが混入することを防止した内視鏡装置に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、細長の挿入部を体腔内や配管等の管内に挿入することによって観察を行える
医療用、或いは工業用の内視鏡が広く用いられている。内視鏡の多くは処置用チャンネル
を有し、該処置用チャンネル内に必要に応じて処置具、或いは工具を挿通することによっ
て治療、処置、或いは修理、補修等を行える。
【０００３】
　近年の工業用の内視鏡においては、挿入部の先端部に、撮像素子として例えばＣＣＤ等
を備え、発光素子として例えば発光ダイオード（以下、ＬＥＤと略記する）を備えた構成
のものがある。
【０００４】
　ＬＥＤからは電源ケーブルが延出されており、該電源ケーブルを介して電力が供給され
る。撮像素子からは撮像ケーブルが延出されており、該撮像ケーブルを介して前記撮像素
子を駆動させる駆動信号、該撮像素子で光電変換された電気信号が伝送される。撮像素子
で光電変換された電気信号は、ビデオプロセッサの画像処理部に伝送されて映像信号に生
成される。ビデオプロセッサで生成された映像信号は表示装置に出力され、その映像信号
を受けることによって、該表示装置の画面上に内視鏡画像を表示される。
【０００５】
　近年、画像処理部等を構成する電子回路を内蔵したビデオプロセッサ等の装置を備えた
内視鏡装置では、ＥＭＣ（電磁妨害を与える問題であるＥＭＩと、電磁妨害を受ける問題
であるＥＭＳの総称）対策の必要性が高まっている。特に、病院内等で用いられる医療用
機器の分野においては、ＥＭＣ対策を施す必要がある。
【０００６】
　ＥＭＣ対策を施した内視鏡装置においては、該内視鏡装置で使用される電気信号が装置
外部に輻射されて他の電子機器を誤動作させること、外部にある他の電子機器から輻射さ
れたノイズが装置内部に混入して、内視鏡画像の画質を低下させること、或いは制御信号
の誤動作の原因になること等の不具合が防止される。
【０００７】
　工業用の内視鏡は用途が多様であり、近年、強磁場環境下においての使用が想定される
。強磁場環境下で使用される工業用の内視鏡では、撮像素子から出力された電気信号にノ
イズが混入して内視鏡画像の画質が低下されることを確実に防止する必要がある。
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【０００８】
　例えば、特許文献１に示す内視鏡装置においては、撮像素子から延出される撮像用ケー
ブルとして、信号線にシールド外皮を被覆した複合同軸ケーブルを使用している。この内
視鏡装置を強磁場環境下で使用した場合、ＬＥＤ用ケーブル、湾曲装置用ケーブル等の各
種電気ケーブルについてはノイズが混入する可能性が高いが、撮像用ケーブルの信号線に
ノイズが混入することは効果的に防止される。
【特許文献１】特開２００５－１９８８６９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、特許文献１の図２で示すようにこの内視鏡装置において、撮像用ケーブ
ル、ＬＥＤ用ケーブル、湾曲装置用ケーブルは、装置本体内の同一空間内に導入されて、
各ケーブルに対応する電気接点に電気的に接続されている。そして、撮像用ケーブルにお
いても、この装置本体内でシール外皮から露出された信号線を対応する電気接点に電気的
に接続している。このため、撮像ケーブルの剥き出しにされた信号線がＬＥＤ用ケーブル
、湾曲装置用ケーブル等に近接していた場合、混入していたノイズが放射されて撮像ケー
ブルの剥き出しにされた信号線に混入して、内視鏡画像の画質を低下させるおそれがある
。
【００１０】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、内視鏡内を挿通する撮像用ケーブル以
外の電気ケーブル内に混入視したノイズが放射された場合でも、該ノイズが撮像用ケーブ
ルの信号線に混入することを防止する内視鏡装置を提供することを目的にしている。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の内視鏡装置は、内視鏡内に、撮像素子から延出される信号線及びシールド外皮
を備える撮像ケーブルと、該撮像ケーブルとは異なる電気ケーブルとを備え、該電気ケー
ブル及び前記撮像ケーブルを筐体内に導入して、該筐体内に設けられている回路基板に接
続する構成の内視鏡装置であって、
　前記筐体内を、該筐体と同電位な仕切り部材を設けて、第１ケーブル配置部と、第２ケ
ーブル配置部とに区分し、該第２ケーブル配置部内にシールド外皮で被覆された信号線及
び電気ケーブルを挿通配置し、前記第１ケーブル配置部内にシールド外皮から露出された
信号線を挿通配置している。
【００１２】
　この構成によれば、撮像ケーブルのシールド外皮から露出された信号線と、該撮像ケー
ブルとは異なる電気ケーブルとは、仕切り部材を挟んでそれぞれのケーブル配置部に挿通
配置されるので、露出された信号線と電気ケーブルとが離間される。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、内視鏡内を挿通する撮像用ケーブル以外の電気ケーブル内にノイズが
混入した場合でも、該ノイズが撮像用ケーブルの信号線に混入することを防止して、強磁
場環境においても良好な画質の内視鏡画像を得る内視鏡装置を実現できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、図面に基づいて本発明の実施形態を説明する。　
　図１乃至図７は内視鏡装置の一実施形態に係り、図１は内視鏡装置の構成を説明するブ
ロック図、図２はケーブル配置部を平面内で区分したコネクタボックスを説明する図、図
３は図２のコネクタボックスを構成するフレームから蓋体を取り外して、撮像ケーブルの
接続状態及びこの撮像ケーブルとは異なる電気ケーブルの配設状態を示す図、図４はフレ
ームに取り付けられていたコネクタを取り外して、電気ケーブルの接続状態を示す図、図
５はケーブル配置部を階層的に区分した他のコネクタボックスの構成を説明する図、図６
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は図５のコネクタボックスを構成するフレームから蓋体を取り外した上層に配設された撮
像ケーブルを示す図、図７はフレームに取り付けられていた仕切り部材を取り外した下層
に配設された電気ケーブルを示す図である。
【００１５】
　図１に示すように本実施形態の内視鏡装置１は、バッテリー駆動型の例えば工業用内視
鏡（以下、内視鏡と略記する）２と、表示装置３を備えた装置本体４とで主に構成されて
いる。本実施形態において、内視鏡２と装置本体４とは着脱自在な構成である。また、装
置本体４と表示装置３とはノイズの混入を防止する同軸線５ａと外皮シールド５ｂとを備
えた複合同軸ケーブル５によって着脱自在な構成である。
【００１６】
　内視鏡２は、挿入部１１、操作部１２、ユニバーサルコード１３、筐体であるコネクタ
ボックス１４を備えて構成されている。本実施形態において、コネクタボックス１４が装
置本体４に対して着脱自在に構成されている。
【００１７】
　挿入部１１は、その先端部に固体撮像素子としての例えば電荷結合素子（以下、ＣＣＤ
と記載）１５と、照明光の光源として発光素子である例えば発光ダイオード（以下、ＬＥ
Ｄと略す）１６を備えている。ＣＣＤ１５からは撮像ケーブル１７が延出している。撮像
ケーブル１７は複合同軸ケーブルであり、画像信号を伝送する同軸線である信号線１７ａ
と、シールド外皮１７ｂ等とを備えている。シールド外皮１７ｂは信号線１７ａにノイズ
が混入することを防止する。ＬＥＤ１６からは電気ケーブルであるＬＥＤ用ケーブル（以
下、電線と記載する）１８が延出している。撮像ケーブル１７及び電線１８は、操作部１
２、ユニバーサルコード１３内を挿通してコネクタボックス１４内に導入される。そして
、撮像ケーブル１７の信号線１７ａはＣＣＤ駆動部３３ａ、信号処理部３３ｂを備えるＣ
ＣＤ制御部３３に接続される。電線１８はＬＥＤ制御部３２に接続される。　
　なお、符号１９は対物光学系である。対物光学系１９は、ＣＣＤ１５の前面に配置され
て、該ＣＣＤ１５の撮像面に光学像を結像させる。また、挿入部１１の先端側部分には先
端部に連設して湾曲部（不図示）が設けられている。
【００１８】
　操作部１２は、湾曲装置２１、第１のユーザインターフェイス２２を備えている。第１
のユーザインターフェイス２２は、操作部１２に備えられた複数のスイッチであり、それ
らスイッチとしては例えばズームアップの指示信号、ズームダウンの指示信号を出力する
ズームスイッチ、フリーズ、録画開始／停止の信号等を出力する画像操作スイッチ等であ
る。これらスイッチからはそれぞれ電気ケーブルであるスイッチ用ケーブル２３が延出し
ている。スイッチ用ケーブル２３は、ユニバーサルコード１３内を挿通してアナログ信号
をデジタル信号に変換するＡ／Ｄ変換処理部３１に接続される。
【００１９】
　湾曲装置２１は、操作部１２内に設けられた複数の操作ワイヤ（不図示）、これら操作
ワイヤの中途部がそれぞれ巻回される複数のプーリー（不図示）を備えて構成されたプー
リー部（不図示）、このプーリー部に一体的に配設された軸部材（不図示）を回転させる
湾曲用モータ（不図示）、及び操作部１２の外表面に例えば立設する傾倒操作可能ないわ
ゆるジョイスティックタイプの湾曲レバー（不図示）等を備えて構成される。湾曲装置２
１を構成する湾曲用モータからは電気ケーブルである湾曲装置用ケーブル２４が延出して
いる。湾曲装置用ケーブル２４は、ユニバーサルコード１３内を挿通してＡ／Ｄ変換処理
部３１に接続される。
【００２０】
　ユニバーサルコード１３は操作部１２の端部から延出している。ユニバーサルコード１
３の基端部にはコネクタボックス１４が設けられている。そして、ユニバーサルコード１
３内には、撮像ケーブル１７、電線１８、スイッチ用ケーブル２３、湾曲装置用ケーブル
２４、図示しない処置用チャンネルを構成するチューブ等が挿通している。
【００２１】
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　コネクタボックス１４はその内部に複数の回路基板を備えて、Ａ／Ｄ変換処理部３１、
ＬＥＤ制御部３２、ＣＣＤ制御部３３を構成している。Ａ／Ｄ変換処理部３１は湾曲装置
２１及び第１ユーザインターフェイス２２から出力された信号をＡ／Ｄ変換して後述する
システム制御部４１に出力する。また、システム制御部４１から出力された制御信号をＡ
／Ｄ変換して湾曲装置２１の湾曲用モータに出力する。ＬＥＤ制御部３２はシステム制御
部４１から出力される制御信号に基づいてＬＥＤ１６の点灯／消灯を制御する。ＣＣＤ制
御部３３は、ＣＣＤ駆動部３３ａ、信号処理部３３ｂを有する。ＣＣＤ駆動部３３ａは、
ＣＣＤ１１を駆動させるための信号を出力する。信号処理部３３ｂはＣＣＤ１５で光電変
換された画像信号に対して所定の処理を施した後、後述する画像処理部４３に出力する処
理を行う。
【００２２】
　コネクタボックス１４は、導電性部材で構成された枠体３４を備えている。枠体３４に
は、該枠体３４の内部空間を第１ケーブル配置部３５と第２ケーブル配置部３６とに区分
する仕切り部材３７が設けられる。
【００２３】
　仕切り部材３７は導電性部材であり、枠体３４に対して電気的に導通する状態、つまり
、仕切り部材３７は枠体３４に対して同電位に配置される。そして、枠体３４、又は仕切
り部材３７の一方に前記撮像ケーブル１７を構成するシールド外皮１７ｂを電気的に接続
する。
【００２４】
　ユニバーサルコード１３内を挿通してコネクタボックス１４内に導入された撮像ケーブ
ル１７、電線１８、スイッチ用ケーブル２３、湾曲装置用ケーブル２４は、該コネクタボ
ックス１４を構成する第２ケーブル配置部３６内に導入される。そして、電線１８はＬＥ
Ｄ制御部３２に電気的に接続される。スイッチ用ケーブル２３及び湾曲装置用ケーブル２
４は、Ａ／Ｄ変換処理部３１に接続される。
【００２５】
　これらに対して、撮像ケーブル１７は、該撮像ケーブル１７を構成するシールド外皮１
７ｂから露出された信号線１７ａを第１ケーブル配置部３５側に挿通配置し、ＣＣＤ制御
部３３のＣＣＤ駆動部３３ａ、信号処理部３３ｂに電気的に接続される。
【００２６】
　このことによって、シールド外皮１７ｂから露出された信号線１７ａと、電線１８、ス
イッチ用ケーブル２３、湾曲装置用ケーブル２４とが仕切り部材３７を挟んで別々のケー
ブル配置部３５、３６に挿通配置して、信号線１７ａとノイズを混入するおそれのある電
線１８、スイッチ用ケーブル２３及び湾曲装置用ケーブル２４との近接する部分を十分に
離間する構成としている。
【００２７】
　また、撮像ケーブル１７を構成するシールド外皮１７ｂは導電性を有する保持部材３８
によって例えば仕切り部材３７に電気的に接続される。このことによって、仕切り部材３
７はシールド部として構成される。
【００２８】
　このことによって、ＣＣＤ１５から延出される撮像ケーブル１７の信号線１７ａは、挿
入部１１、操作部１２、ユニバーサルコード１３、及びコネクタボックス１４の第２ケー
ブル配置部３６に至るまでの間は、電線１８、スイッチ用ケーブル２３、湾曲装置用ケー
ブル２４に近接している状態であっても、シールド外皮１７ｂによって電気的にシールド
されてノイズの混入が防止される。一方、コネクタボックス１４の第２ケーブル配置部３
６から基端に至る信号線１７ａがシールド部材である仕切り部材３７を設けて仕切られた
第１ケーブル配置部３５側に配置され、電線１８、スイッチ用ケーブル２３、湾曲装置用
ケーブル２４は第２ケーブル配置部３６側に配置される。このことによって、電線１８、
スイッチ用ケーブル２３、湾曲装置用ケーブル２４にノイズが混入している場合でも、そ
のノイズが信号線１７ａに混入することが防止される。
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【００２９】
　符号４０はコネクタボックス１４と装置本体４とを電気的に接続する電気コネクタ部で
ある。
【００３０】
　装置本体４は、システム制御部４１と、電源供給回路４２と、画像処理部４３と、記録
再生部４４と、第２のユーザインターフェース４５と、デフォルト設定部４６と、装置本
体４の内部を冷却するファン４７等とを備える。システム制御部４１は、ユーザ等から入
力された信号に対応する制御信号を出力する。電源供給回路４２は、内部供給電圧を作り
出す。画像処理部４３は、前記ＣＣＤ制御部３３の信号処理部３３ｂから出力された画像
信号を処理して映像信号を生成する。記録再生部４４は、内視鏡画像の記録及び記録され
ている観察画像等の再生を行う。第２のユーザインターフェース４５はユーザが内視鏡装
置１の動作を制御するための信号を入力する。デフォルト設定部４６は装置本体４に登録
されている情報等を初期状態に設定する。
【００３１】
　ＬＥＤ制御部３２はコネクタ部４０を介してシステム制御部４１と電気的に接続される
。システム制御部４１は、ケーブル６１により第２のユーザインターフェース４５と電気
的に接続されている。ユーザは、第２のユーザインターフェース４５によってＬＥＤ１６
の点灯／消灯を制御する信号を入力することができる。例えば、第２のユーザインターフ
ェース４５がスイッチである場合、スイッチのＯＮ／ＯＦＦを切り替えることで、ＬＥＤ
１６を点灯／消灯させることができる。システム制御部４１は、第２のユーザインターフ
ェース４５から入力された信号に従って、ＬＥＤ制御部３２に対し、ＬＥＤ１６の点灯／
消灯を制御する信号を出力する。ＬＥＤ制御部３２は、システム制御部４１から受信した
信号に従って、ＬＥＤ１６を点灯もしくは消灯させる。
【００３２】
　ＬＥＤ１６が点灯している間、該ＬＥＤ１６により照明されることで観察部位から発生
した反射光は、対物光学系１９を透過してＣＣＤ１５の撮像面に結像する。ＣＣＤ１５は
、該ＣＣＤ１５を駆動させる信号をＣＣＤ駆動部３３ａから受信している。ＣＣＤ１５で
は、ＣＣＤ駆動部３３ａから受信した信号に基づいたタイミングで、結像された観察部位
の光学像を光電変換する。光電変換された画像信号は、撮像ケーブル１７のシールド外皮
１７ｂ内、第１ケーブル配置部３５内を挿通する信号線１７ａによりＣＣＤ１５と電気的
に接続された信号処理部３３ｂ、コネクタ部４０を介して画像処理部４３に出力される。
【００３３】
　画像処理部４３は、ケーブル６２によりシステム制御部４１と電気的に接続されている
。システム制御部４１は、コネクタ部４０、Ａ／Ｄ変換処理部３１、スイッチ用ケーブル
２３を介して第１のユーザインターフェース２２と電気的に接続されている。ユーザは第
１のユーザインターフェース２２からズームアップやズームダウン、フリーズなどの各種
指示を入力することができる。例えば、第１のユーザインターフェース２２のスイッチ操
作でズームアップ等の指示操作を行うと、システム制御部４１は、第１のユーザインター
フェース２２から入力された信号に従って、画像処理部４３に対し、ズームアップを指示
する制御信号を出力する。画像処理部４３は、システム制御部４１から受信した信号に従
って画像信号を処理し、観察画像を作成する。観察画像は、複合同軸ケーブル５により画
像処理部４３と電気的に接続された表示装置３に出力され、出画される。
【００３４】
　また、画像処理部４３は、ＣＣＤ１５から出力された画像信号を処理して作成した観察
画像だけでなく、予め記録された観察画像を表示装置３に出力することもできる。観察画
像の記録及び再生は、ケーブル６３により画像処理部４３と電気的に接続された記録再生
部４４により行われる。
【００３５】
　記録再生部４４は、ケーブル６４によりシステム制御部４１と電気的に接続されており
、システム制御部４１から観察画像の記録及び記録した観察画像の再生を指示する信号を



(7) JP 2008-40104 A 2008.2.21

10

20

30

40

50

受信することで動作する。システム制御部４１から観察画像の記録を指示する信号を受信
すると、記録再生部４４は画像処理部４３で作成されている観察画像を、ケーブル６３を
介して受信する。受信した観察画像は、記録再生部４４と伝送路６５により電気的に接続
され、観察画像を蓄積することが可能な記録媒体４８に出力され、記録される。システム
制御部４１から記録した観察画像の再生を指示する信号を受信すると、記録再生部４４は
記録媒体４８に蓄積された観察画像を、伝送路６５を介して読み出す。読み出された観察
画像は、記録再生部４４から画像処理部４３へ出力された後、画像処理部４３から複合同
軸ケーブル５を介して表示装置３に出力され、出画される。
【００３６】
　電源供給回路４２は、ケーブル６６により内蔵バッテリ４９と、ケーブル６７により外
部バッテリ５０と、ケーブル６８によりＡＣアダプタ５１とそれぞれ電気的に接続される
。バッテリ４９、５０もしくはＡＣアダプタ５１から電圧を得ることで、内視鏡装置１の
各部を駆動するための内部供給電圧を作り出す。電源供給回路４２で生成された内部供給
電圧は、図示しないケーブルを介して電源供給回路４２から内視鏡装置１の各部へ供給さ
れる。
【００３７】
　電源供給回路４２は、ケーブル６９によりバッテリ検出機構５２とも電気的に接続され
ている。バッテリ検出機構５２は、内蔵バッテリ４９の有無を確認し、その情報を電源供
給回路４２へ出力する。電源供給回路４２は、受信した内蔵バッテリ４９の有無に関する
情報を、ケーブル７０によって電気的に接続されているシステム制御部４１へ出力する。
　ファン４７は、ケーブル７１により電源供給回路４２と電気的に接続されており、この
ケーブル７１を介して電源供給回路４２から供給された電圧により駆動されて、装置本体
４の内部を冷却する。
【００３８】
　第２のユーザインターフェース４５は、ケーブル６１によりシステム制御部４１と電気
的に接続されており、ユーザから入力される内視鏡装置１の各部位の動作を制御する信号
を、システム制御部４１へ出力する。デフォルト設定部４６は、ケーブル７２によりシス
テム制御部４１と電気的に接続されている。
【００３９】
　システム制御部４１は、ユニバーサルケーブル１３内を挿通する湾曲装置用ケーブル２
４、Ａ／Ｄ変換処理部３１、コネクタ部４０を介して湾曲装置２１の湾曲用モータと電気
的に接続されており、湾曲用モータの駆動及び停止を制御している。
【００４０】
　本実施形態においては、湾曲用モータが駆動されている状態において、ユーザが挿入部
１１を湾曲させたい場合、湾曲レバーを傾倒操作する。すると、ワイヤが湾曲用モータに
よって回転されているプーリー部のうち所定のプーリーと接触されて挿入部１１の湾曲部
が湾曲動作する。
【００４１】
　なお、記録媒体４８は記録媒体収容部５３に着脱自在であり、内蔵バッテリ４９はバッ
テリ収容部５４に着脱自在である。
【００４２】
　このように、内視鏡の内部に挿通されている撮像ケーブル、電線、スイッチ用ケーブル
、湾曲装置用ケーブル等の電気ケーブルをコネクタボックス内に同電位に配置した仕切り
部材によって仕切られた第２ケーブル配置部に導入し、その後、撮像ケーブル以外の電線
、スイッチ用ケーブル、湾曲装置用ケーブル等の電気ケーブルを第２ケーブル配置部に挿
通配置する。一方、撮像ケーブルを構成するシールド外皮を仕切り部材に電気的に同電位
に配置する一方、シールド外皮から露出させた信号線を第１ケーブル配置部内に挿通配置
して、シールド外皮から露出させた信号線と電線、スイッチ用ケーブル、湾曲装置用ケー
ブル等の電気ケーブルとを仕切り部材によって離間する。このことによって、電線、スイ
ッチ用ケーブル、湾曲装置用ケーブル等のいずれかの電気ケーブルにノイズが混入してい
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る状態であっても、電線、スイッチ用ケーブル、湾曲装置用ケーブルから放射されたノイ
ズが信号線に混入することが防止することができる。このため、良好な画質の内視鏡画像
を得ることができる。
【００４３】
　図２乃至図４を参照して具体的なコネクタボックス１４の構成例を説明する。
【００４４】
　図２のコネクタボックス１４Ａは装置本体４から着脱自在であって、取り付けネジ６ａ
を緩めることによって該装置本体４の外装体（不図示）から取り外される。言い換えれば
、取り付けネジ６ａを装置本体４の外装体に対して配置して、該取り付けネジ６ａを締め
付けることによって、コネクタボックス１４Ａは装置本体４に対して機械的に固定される
。
【００４５】
　装置本体４から取り外された状態のコネクタボックス１４Ａは箱体であって、図１の枠
体３４を構成するボックス本体７Ａ、蓋体７Ｂ、及び仕切り部材３７Ａを備えている。仕
切り部材３７Ａは枠形状であって、ボックス本体７Ａに対して立設される。
【００４６】
　このことによって、ボックス本体７Ａの凹部内部空間は、仕切り部材３７Ａより内部側
に設けられた凹部空間である第１ケーブル配置部３５と、該仕切り部材３７Ａより外部側
とボックス本体７Ａの凹部内面とで構成される空間である第２ケーブル配置部３６とに仕
切られる。蓋体７Ｂは、仕切り部材３７Ａに取り付けネジ６ｂによって一体的に締結固定
されている。したがって、取り付けネジ６ｂを取り外すことによって、図３に示すように
蓋体７Ｂを仕切り部材３７Ａから取り外せる。
【００４７】
　ボックス本体７Ａ及び仕切り部材３７Ａには同位置に貫通孔であるケーブル導入孔７７
が形成されている。ケーブル導入孔７７を介してユニバーサルコード１３内を挿通された
撮像ケーブル１７、電線１８、スイッチ用ケーブル２３、湾曲装置用ケーブル２４がボッ
クス本体７Ａ内に導入される。
【００４８】
　そして、ボックス本体７Ａ内に導入された撮像ケーブル１７は、仕切り部材３７Ａの一
方側に設けられている第１切り欠き３７ｃから仕切り部材３７Ａの内部側に導入される。
一方、電線１８、スイッチ用ケーブル２３、湾曲装置用ケーブル２４は、仕切り部材３７
Ａとボックス本体７Ａとで形成されている第２ケーブル配置部３６内に挿通配置されて第
１切り欠き３７ｃから離間した第２切り欠き３７ｄを介して仕切り部材３７Ａの内部に導
入する。
【００４９】
　図３、図４に示すように第１切り欠き３７ｃから仕切り部材３７Ａで仕切られた第１ケ
ーブル配置部３５に導入された撮像ケーブル１７のシールド外皮１７ｂは、保持部材３８
によって仕切り部材３７Ａに対して同電位に配置される。そして、シールド外皮１７ｂか
ら露出された信号線１７ａは所定の状態で延出された後、第１基板８ａに設けられたコネ
クタ９ａに電気的に接続される。
【００５０】
　一方、第２ケーブル配置部３６に挿通配置されて第２切り欠き３７ｄを介して仕切り部
材３７Ａの内部に導入された電線１８、スイッチ用ケーブル２３、湾曲装置用ケーブル２
４は、第１基板９ａに設けられたコネクタ９ｂ、９ｃ、９ｄに電気的に接続される。
【００５１】
　このように、信号線１７ａと、電線１８、スイッチ用ケーブル２３、湾曲装置用ケーブ
ル２４とがシールド部材である仕切り部材３７Ａを挟んで挿通配置されるとともに、シー
ルド外皮１７ｂから露出された信号線１７ａと電線１８、スイッチ用ケーブル２３、湾曲
装置用ケーブル２４とが離間される。このため、電線１８、スイッチ用ケーブル２３、湾
曲装置用ケーブル２４に混入していたノイズが放射されて信号線１７ａに混入することを
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防止することができる。
【００５２】
　なお、符号８ｂは第２基板である。図４は取り付けネジ６ｃを取り外して第３基板８ｃ
をスペーサ７８から取り外した状態を示す図である。また、コネクタボックス１４Ａにお
いては、仕切り部材３７Ａをボックス本体７Ａに対して立設されて、該ボックス本体７Ａ
の内部空間を仕切り部材３７Ａより平面的に第１ケーブル配置部３５と、第２ケーブル配
置部３６とに仕切る構成である。しかし、仕切り部材によって仕切られるケーブル配置部
の構成は平面的に仕切る構成に限定されるものではなく、図５乃至図７に示すようにケー
ブル配置部を階層的に仕切ってコネクタボックス１４Ｂを構成するようにしてもよい。
【００５３】
　図５に示すように本実施形態のコネクタボックス１４Ｂも装置本体４から着脱自在であ
る。コネクタボックス１４Ｂは、装置本体４に設けられている図示しない爪部を係止部８
１から取り外すことによって、該装置本体４の外装体（不図示）から取り外せる。なお、
ユニバーサルコード１３の基端部とコネクタボックス１４Ｂとは連結具８０によって一体
的に連結されている。
【００５４】
　装置本体４から取り外した状態のコネクタボックス１４Ｂは凸状部を備えた箱体であっ
て、図１の枠体３４を構成する凸状部を有するボックス本体７Ｃ、蓋体７Ｄ、及び後述す
る仕切り部材（図６の符号３７Ｂ参照）を備えている。
【００５５】
　蓋体７Ｄは取り付けネジ６ｄによってボックス本体７Ｃに一体的に締結固定されている
。したがって、取り付けネジ６ｄを取り外すことによって、図６に示すように蓋体７Ｄを
ボックス本体７Ｃから取り外せる。符号８２は雌ねじ部であり、取り付けネジ６ｄが螺合
する。
【００５６】
　図６に示すように仕切り部材３７Ｂは板形状である。仕切り部材３７Ｂは、図７に示す
ボックス本体７Ｃに設けられている雌ねじ部８３に取り付けネジ６ｅを螺合することによ
って一体的に取り付けられる。板状の仕切り部材３７Ｂを所定位置に所定状態で取り付け
ることによって、ボックス本体７Ｃの内部空間７Ｅの一部が、図６に示す第１ケーブル配
置部３５と、図７に示す第２ケーブル配置部３６とに階層的に区分される。
【００５７】
　ボックス本体７Ａの側部には図示しない貫通孔で構成されたケーブル導入孔が形成され
ている。ユニバーサルコード１３内を挿通された撮像ケーブル１７、電線１８、スイッチ
用ケーブル２３、湾曲装置用ケーブル２４は、ケーブル導入孔を介して第１ケーブル配置
部３５と、第２ケーブル配置部３６とにそれぞれ導入される。
【００５８】
　図６、図７に示すようにボックス本体７Ｂ内に導入された撮像ケーブル１７は、仕切り
部材３７Ｂに対して図中上層側に構成された第１ケーブル配置部３５に導入される。一方
、電線１８、スイッチ用ケーブル２３、湾曲装置用ケーブル２４は、仕切り部材３７Ｂに
対して図中下層側に構成された第２ケーブル配置部３６に導入される。
【００５９】
　第１ケーブル配置部３５に導入された撮像ケーブル１７のシールド外皮１７ｂは保持部
材３８によって仕切り部材３７Ｂに対して同電位に配置される。そして、シールド外皮１
７ｂから露出された信号線１７ａは所定の状態で第１ケーブル配置部３５に配置されて、
第１基板８ｄ方向に延出されて電気的に接続される。
【００６０】
　一方、第２ケーブル配置部３６に挿通された電線１８、スイッチ用ケーブル２３、湾曲
装置用ケーブル２４は、フェライトコア８４を通して配置された後、第２基板８ｅ方向に
延出されて電気的に接続される。
【００６１】
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　このように、シールド外皮１７ｂが同電位に接続された仕切り部材３８Ｂを挟んで、シ
ールド外皮１７ｂから露出された信号線１７ａと、電線１８、スイッチ用ケーブル２３及
び湾曲装置用ケーブル２４とを配置することによって、信号線１７ａと、電線１８、スイ
ッチ用ケーブル２３及び湾曲装置用ケーブル２４とが離間されて電線１８、スイッチ用ケ
ーブル２３、湾曲装置用ケーブル２４に混入していたノイズが放射されて信号線１７ａに
混入することを確実に防止することができる。
【００６２】
　また、電線１８、スイッチ用ケーブル２３、湾曲装置用ケーブル２４をフェライトコア
８４を通して基板８ｅに電気的に接続している。このことによって、電線１８、スイッチ
用ケーブル２３、湾曲装置用ケーブル２４に混入されていたノイズの放射等を低減化して
、放射ノイズによる誤動作の発生等を抑制することができる。その他の作用 ・効果はコ
ネクタボックス１４Ａと同様である。
【００６３】
　尚、本発明は、以上述べた実施形態のみに限定されるものではなく、発明の要旨を逸脱
しない範囲で種々変形実施可能である。 　　　　
【図面の簡単な説明】
【００６４】
【図１】内視鏡装置の構成を説明するブロック図
【図２】ケーブル配置部を平面内で区分したコネクタボックスを説明する図
【図３】図２のコネクタボックスを構成するフレームから蓋体を取り外して、撮像ケーブ
ルの接続状態及びこの撮像ケーブルとは異なる電気ケーブルの配設状態を示す図
【図４】フレームに取り付けられていたコネクタを取り外して、電気ケーブルの接続状態
を示す図
【図５】ケーブル配置部を階層的に区分した他のコネクタボックスの構成を説明する図
【図６】図５のコネクタボックスを構成するフレームから蓋体を取り外した上層に配設さ
れた撮像ケーブルを示す図
【図７】フレームに取り付けられていた仕切り部材を取り外した下層に配設された電気ケ
ーブルを示す図
【符号の説明】
【００６５】
１…内視鏡装置　　２…　 内視鏡　　４…　 装置本体　　１４…コネクタボックス
１７…撮像ケーブル　　１７ａ…信号線　　１７ｂ…シールド外皮
１８…電線　　２３…スイッチ用ケーブル　　２４…湾曲装置用ケーブル
３１…Ａ／Ｄ変換処理部　　３２…ＬＥＤ制御部　　３３…ＣＣＤ制御部
３３ａ…ＣＣＤ駆動部　　３３ｂ…信号処理部　　３４…枠体
３５…第１ケーブル配置部　　３６…第２ケーブル配置部　　３７…仕切り部材部材
３８…保持部材
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